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図表1 人口規模別 運営主体：単数回答 
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図表2 人口規模別 定員総数：数値回答 
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(2) 低月齢の乳児の受入が増えている。                                                     

 受け入れ開始年齢では、「生後６週以上」が26.4％で最も割合が高く、「生後６ヶ月以上」が22.3％、「生

後３ヶ月以上」が17.8％。法での産後休暇明け「生後８週以上」への対応が26.4％と高い。 

 産休明け保育や低月齢の乳児に対する保育がすすめられている。 

  ⇒ とくに月齢の低い乳児へのきめ細やかで安心・安全な保育（見守りとかかわり、リスクの回避）を

提供するための環境整備、職員配置の改善が必要。 

  ⇒ 同年齢でも発達・育ちに違いがある子どもの月齢・年齢に応じた職員配置が必要である（0 歳児3：

1、1・2 歳児６：１、とくに2 歳から3 歳児の配置基準（２０：１）の改善が必要である）。 

  ⇒ 乳幼児の保育日程（生活の流れ）において、人員体制不足から十分な対応ができなく不安・危険と

感じる場合があり、職員配置の拡充は不可欠である。 
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